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開会 午前１０時３０分 

 

小林委員長   ただいまから令和６年度第１回小金井市教育委員会いじめ問題対

策委員会を開催いたします。次第に沿って進めていきます。 

 まず初めに、教育委員会挨拶、大熊教育長、お願いいたします。 

 

大熊教育長   皆さん、こんにちは。本日は、小金井市教育委員会いじめ問題対

策委員会にお集まりいただきまして、本当にありがとうございます。 

 今回は、小金井市いじめ防止基本方針をつくっていただき、それ

をパブリックコメントにかけ、最終決定をしていただくという日で

ございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 それが決まった後に、今度は学校の基本方針を改定していただく

ということになるんですが、そこで、どの点でどういうふうに気を

つけてほしいのかということを、やっぱりしっかりと示していただ

きたいと、そんなふうに思っているところです。 

 今回の小金井市いじめ防止基本方針の中で特に大事だと思って

いるところは、「基本方針策定の意義」の中の中段ぐらいにあります、

「いじめのない小金井市の実現に向けて取り組んできた。しかし、

いじめは、年々複雑になり、深刻な事態も見られており、ここで、

改めて問題を見つめ直すこと、いじめの防止等のための新しい組織

づくりに取り組むことが必要になってきた。子どもを取り巻く大人

たちが、それぞれの責務を果たし、子どもと共にお互いに協力し合

うことで、子どもたちが心豊かで安全・安心に生きることができる

まちをつくり、人権を尊重し合う温かい人間関係を築き、夢と希望

をもって健やかに育つことができる社会を実現する必要がある」と

いう、この部分なんですけれども、後で報告がありますが、最近の

いじめの件数やいじめの内容等を見てみますと、子供と子供の関係

ではなくて、コロナ禍後と言っていいんでしょうか、家庭の孤立化

が１つクローズアップされ、親子関係の課題からそういういじめに

つながるというようなことも散見されるようになってきておる次

第です。 

 そんなときに、このいじめ基本方針は、子供を取り巻く大人たち

がということで、それぞれの責務を果たしということもあります。

そういうところにこれから目を向けていかないと、これからのいじ

め対策はうまくできないんじゃないかなと。それをしっかりとここ
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に明記していただいていることが、今回の重要な視点ではないかな

というふうに思っている次第です。 

 その点でしっかりと各学校に周知して、子供と子供の関係だけで

はなくて、家庭、地域が一体となったいじめ防止を進められるよう

にしていただきたいなと、そんなふうに思っているところです。 

実は重大事件にはならないんですが、しっかりといじめであると

いうような案件が今２件出てきております。 

 そこで、２件とも学校がしっかり対応して大丈夫に今なっている

んですけれども、そういうことが出てきた背景の等々を考えると、

やっぱり今のことをしっかりと取り組む必要があるというふうに

考えておりますので、その点よろしくお願いしたいというふうに考

えているところです。 

 大きな問題にはなっていないので、学校がしっかり対応していた

だいていますので、重大事件等には発展しておりませんが、しっか

りと対応しているのですが、今後もそういうことが起きることがあ

るというふうに考えておりますので、ここでしっかりとそういうこ

とがあったということを報告させていただいて、今後、しっかりと

した対応をしていきたいと、そんなふうに思っておりますので、ど

うぞよろしくお願いいたします。 

 私からは以上です。 

 

小林委員長   それでは次に、事務局からの説明です。次第には４点記載されて

おります。 

 まず１点目、「小金井市いじめ防止基本方針」改定に向けたパブリ

ックコメントについてです。 

 事務局からの説明をお願いします。 

 

平田指導室長  指導室長です。 

 いじめ防止基本方針改定に向けたパブリックコメントについて、

これから御説明をいたします。 

 詳細については、担当指導主事より説明いたします。 

 

向井指導主事  指導主事です。 

 基本方針の改定に向けて、令和６年９月１０日火曜日から令和６

年１０月１５日火曜日までの１か月間、パブリックコメントの募集
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を行いました。 

 期間中は、市の公共施設にて方針案の配布を行い、ホームページ

でも方針案を公開し、意見等の募集を行いました。 

 募集期間中に１件の応募がありましたが、改定案に直接関係する

ものではなく、パブリックコメントの要件を満たしていないため、

本件に関する御意見はありませんでした。 

 報告は以上になります。 

 

小林委員長   ということですが、委員の皆様から何か御質問などはございませ

んでしょうか。よろしいですか。 

 

大熊教育長   どうして取り上げられなかったか、ちょっと説明させていただき

たいと思いますが、大丈夫ですか。具体的に。 

 

向井指導主事  取り上げられなかった内容に。 

 

大熊教育長   取り上げられなかった内容が、どうして取り上げられなかったか

ということ。 

 

向井指導主事  いただいた意見は、方針案に関するものというよりも、いわゆる

様々な教育行政に対するような意見というものでありました。その

方の個人的な意見が羅列されているという内容で、方針案に向けて

のコメントというものではなかったので、先ほどお話しさせていた

だきましたパブリックコメントの要件に満たしていないというこ

とで、件数なしと報告させていただいております。 

 

小林委員長   以上でよろしいでしょうか。 

 

大熊教育長   パブリックコメントの改定に向けた意見ではなかったということ

ですので、御理解いただきたいというふうに。 

 パブリックコメントの場合、この文章をこう直したほうがいいと

いう意見は掲載するんですけれども、そういう意見ではなかったと

いうことですので、よろしくお願いします。尊重しているんですけ

れども、そういうことなので御理解いただきたいと思います。 
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今城委員    今城です。 

 今のお話でよく分かったんですけれども、その出した方への回答

というのはどんなふうにされたんですか。 

 

向井指導主事  こちらもパブリックコメントの要件に満たしていないということ

で、特段の回答はしないということになっております。 

 

小林委員長   以上、よろしいでしょうか。 

 次に、２点目です。「小金井市いじめ防止基本方針」の改定に向け

た今後の予定です。 

 事務局から説明をお願いいたします。 

 

平田指導室長  指導室長です。 

 基本方針の改定案を正式に施行するために、今後、教育委員会や

市役所内部の手続を進めていくことになります。 

 具体的な詳細につきましては、担当指導主事より説明いたします。 

 

向井指導主事  指導主事です。 

 基本方針改定に向けた今後の予定について説明いたします。 

 本日の審議を受け、令和７年１月に開催いたします令和７年第１

回教育委員会に改定議案を提出いたします。教育委員会での議決後、

第２回いじめ問題対策委員会において、議決された旨を報告いたし

ます。 

 次に、厚生文教委員会での行政報告を経て、今年度中に学校及び

市民に向けて改定版を公表いたします。その後、令和７年度に各校

の学校いじめ防止基本方針の改定を進めていきます。説明は以上と

なります。 

 

小林委員長   これから始まって、１月、２月、そして３月と続いていくという

ことでございます。 

 委員の皆様から何かございますか。 

 特にはございませんか。今後の予定ということです。以上でよろ

しいでしょうか。 

 次に、３点目です。各校のいじめ防止基本方針の改定に向けてで

す。 
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 事務局から説明をお願いします。 

 

平田指導室長  指導室長です。 

 先ほどの小金井市いじめ防止基本方針の改定が実際に施行され

るのは、令和７年度になります。この令和７年度に、各学校の学校

いじめ防止基本方針の改定というものを進めていくことになりま

す。詳細につきましては、担当指導主事より御説明いたします。 

 

向井指導主事  指導主事です。 

 それでは、各校のいじめ防止基本方針の改定に向けてを説明いた

します。 

 いじめ防止対策推進法では、「学校は、いじめ防止基本方針又は地

方いじめ防止基本方針を参酌し、その学校の実情に応じ、当該学校

におけるいじめの防止等のための対策に関する基本的な方針を定

めるものとする」とされています。 

 小金井市いじめ防止基本方針の改定を受け、各校の学校いじめ防

止基本方針の改定を進めていくことになります。 

 改定を進めていくに当たり、各校の実情に応じて作成していく際

に留意することについての御意見をいただきたいと思います。 

 資料といたしまして、現在の学校いじめ基本防止方針をお示しい

たしました。 

 説明は以上になります。 

 

小林委員長   それでは、協議をいたしたいと思います。 

 委員の皆様から御意見等はございますでしょうか。 

 

坂井副委員長  よろしいですか。坂井です。 

 資料３はざっと拝見させていただいております。現段階において

も定義づけから入って予防、それから早期発見、発見したときの対

応、重大事案というふうな流れで規定はされて、各校それぞれ特色

はあるんですけれども、規定されていると思っております。 

 私は先ほど教育委員会の委員長と同じで、定義づけのところに、

やはり子供は子供、学校は学校、家庭は家庭という、それぞれ分断

したものではなくて、それぞれ地域も含めて一体となっていじめと

いうものを解決していく、起こさないようにする、起こった場合に
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解決するという視点を、最初に各校入れていただきたいなというの

があります。 

 また、いじめの重大事案に関してなんですけれども、こういう各

校で決めてあるんですけれども、起こったときに慌てないように、

起こらないことが第一なんですけれども、万が一起こってしまった

ときに、きちんとスムーズに早期解決に向けて進めるように、一回

シミュレーションを各校でしていただくのがいいのかなと思って

おります。 

 拝見した感想と私の意見は以上となります。 

 

今城委員    今城です。 

 今、坂井副委員長からあったように、例えば今言った重大事態が

起こったときの対応についてというのが、前に頂いた資料と今回頂

いた資料にもあるけれども、学校によってきちんと一覧化している、

例えば四小が一覧化されていますよね。というように、これはどこ

の学校でも起こり得るわけです。となると、やっぱり具体的にフロ

ー図をきちんとつくっておいたほうが私はいいのかなと思ってい

ます。恐らく、つくっている学校とつくっていない学校があるんで

すね。この辺りはある程度、教育委員会の方針として打ち出したほ

うがいいかなというふうに感じているところです。 

 あとは、今回４月１日に学校に提示されることになりますかね。

ちょっと時期はその辺りになると。例えば学校にいつまでにとか、

どのように、つまり、例えば校長がこれを見てだーっとつくっちゃ

って、はい、これでどうだというふうにするのではなくて、やっぱ

り組織がありますから、いじめ対策委員会を各校でつくって、きち

んとどのように作成していくのかというところを、明確に示すとい

いかなというふうに思ったところもあります。 

 あとは、各学校のを見ていますと、これが制定された、つまり改

定はどんどん各学校で年次改定しているところがあるんだろうけ

れども、一般的に言うと、いつからこれが行われるのか、期日です

よね、何年何月何日というのが入っている学校と入っていない学校

があって、今回の場合はもう、基本方針が新しくなったので、新し

い学校のいじめ防止基本方針になるわけで、何日制定とかいうのと、

あとは、当然年度ごとに変わっていったときに何日改定とかという、

その期日は明確にしたほうがいいのではないのかなというふうに
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感じているところであります。 

 もう一点、学校によって、この頂いたものが保護者向け文章のよ

うなていを持っているものが何個かあったかなと思ったんです。当

然、保護者向けにもホームページだったり、また、保護者向け文章

として出すことは当然のことなんでしょうけれども、でも、基本方

針というのは、あくまでももっと広く捉えるので、基本方針として

の体裁を整えることも必要なのかなと思います。その上で、このよ

うに策定しましたので、各家庭でも云々という保護者向けの文章に

変えることはいいんだろうと思うけれども、当然提出されるものに

関しては、基本方針としての体裁を整える必要があるかなというふ

うに感じたところであります。 

 以上です。 

 

小林委員長   ありがとうございます。 

 

浅香委員    学芸大学の精神科医をしております浅香です。 

 私もざっと見させていただきまして、各学校それぞれ力の入り方

もいろいろでという印象なんですけれども、先ほど先生からお話が

あったように、対象者というのは、それぞれの学校によってちょっ

とぶれがあるのかなという気がいたしました。 

 やっぱり先生がおっしゃっていたように、大きな基本方針に対し

て親御さんはどう思うか、地域はどう思うか、子供たちはどう思う

かというので、書き分けていくほうがいいかと思います。 

 そう考えたときに、基本方針で大項目が３つであったり５つであ

ったり４つであったりとかというのは、それぞれの学校で必要なも

のに力を入れているのかもしれないですが、今回、小金井市の基本

方針の改定に当たって、７つの大項目があることははっきりしてい

るので、まず７つはしっかり、学校によって差異がないということ

は統一したほうがいいと思いますし、それに加えて各校の特色とい

うのを８番目に入れるか、中に組み込むかはちょっとそれぞれなん

ですが、入れたほうがいいと思います。 

 ということで、多分４つの項目で書いているところは、東京都の

方針に従って書いていて、３つのところは多分小金井市の方針で書

いているという印象を受けましたので、ちょっと統一できると読み

やすいし、小金井市の方針と、あと、学校の特徴というのがより分
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かりやすいと思います。 

 あともう一つです。我々、医療の現場ではスクールカウンセラー

が医療とつながるパイプになってくれるところがありますので、そ

こが各学校、基本方針に入れるかどうかはちょっと別なんですけれ

ども、医療とのつながりもある程度、発達の問題があったりします

ので、何か一言、特徴であるといいのかなと思いました。 

 以上です。 

 

小林委員長   いかがでしょうか。 

 

大熊教育長   先ほどの話の続きなんですけれども、やはり地域を巻き込んで保

護者と学校が共にということを考えると、最後の南中の最後のペー

ジをちょっと見ていただきたいと思うんですけれども、これまでは

これでいいと思うんですが、保護者の役割というのがしっかり書い

てあるのが、この学校が特にしっかり書いてあると思うんですが、

そこに書いてあるのが、「保護する生徒等が『いじめを行うことのな

いよう』規範意識を養うための指導を行うとともに」となっている

んです。いじめを行うことにより規範意識を育てるということにな

ると、いじめはしてはいけませんという話になっちゃって、つらい

思いをしている人はすぐに相談するとか、何でも相談できるという

空気をつくることがまず大事で、いじめをしてはいけませんという

のは確かにあるんですけれども、それとともに何でも相談できる安

心・安全の家庭をつくるということも大事だと思いますので、それ

は基本方針の最初のところにもしっかり明記されていますので、そ

ういうことをしっかりと各学校でも意識して、いじめ防止に取り組

んでいただきたいなと、そのように思うんですが、いかがでしょう

か。 

 

小林委員長   今の教育長のお話に御意見ありますでしょうか。 

 

坂井副委員長  おっしゃるとおりだと思っております。 

 一方で、今回のいじめ防止基本方針（改定案）の３ページの（４）

の第３段落ですか、「保護者は、その保護する児童等がいじめを行う

ことのないよう、規範意識を養う」というふうになっていて、恐ら

くこの南中学校はこれを採用したんだと思うんですけれども、言い
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やすいというか、相談とか連絡とかしやすいというのをプラスした

情報として、ぜひ明記していただきたいなと私も思っております。 

 

今城委員    今城です。 

 児童及び保護者を対象にしたいじめ防止のための啓発活動の推

進というのは、方針案の４ページ、未然防止の（エ）にあるんです

よね。 

 じゃ、児童等、児童生徒に対してということになると、各学校の

を見ると、基本方針の中にも、案の中にもあるんですけれども、学

校教育全体を通して、道徳教育とか人権教育とか読書活動、体験活

動等々の具体的な例が出ている。じゃ、保護者に対しての啓発活動

の具体的な内容は何かというところが、明確にはないのかなという

ふうに思いました。 

 つまり保護者に、今言ったように、規範意識の指導に努めなさい

と言っても、保護者としても意識の差がかなりありますので、やっ

ぱり保護者への啓発活動というのは非常に重要になってくるだろ

うという意味では、例えばそういった保護者の啓発活動をどのよう

に行うのか。例えば、家庭教育学級において必ずいじめ防止につい

ての会を置いてとか、何らかの形で保護者啓発について具体的な内

容を示すことが必要なのかなというふうには感じています。 

 ちょっと話がずれますけれども、教員もそうなんですね。教員の

意識は高まってきているとは思いますが、まだまだ温度差があるの

ではないのかなと思います。 

 服務事故に関してもそうですよね。体罰とか様々な服務事故に対

する教員の意識が、まだまだやっぱり高まり切らない。だから、服

務事故がなくならない。だから、東京都教育委員会は、または地区

の教育委員会は必ず教員研修を行います。やっていますよね。 

 それと同じで、いじめもやっぱりなくすのであれば、教員の研修

をもっと徹底するというのも、ちょっと方策として考えないといけ

ないところなのかなということを思います。 

 

坂井副委員長  今の指摘はごもっともだと思っていて、保護者を対象としたそう

いう啓発活動の推進というのは進めるべきだと思うんですけれど

も、イメージとして、学校が主体というよりも、また別のどこかが

主体になるというイメージでいらっしゃいますか。 



 -１０- 

 

今城委員    ２つあるかな。１つは学校が主催して、学校の行事の中で学校公

開なんかをやったときに、例えば道徳授業地区公開講座はなかなか

保護者が集まりませんよね。そういう中できちんと取り上げるとい

う学校主催のやり方、あとＰＴＡ主催、保護者の会がメインになっ

て、保護者主体で行うという会があるかな。教育委員会というのは

あるんでしょうけれども、教育委員会って保護者は人ごとになっち

ゃいますから、やっぱり学校単位がいいのかなというふうには思い

ます。 

 

坂井副委員長  それは学校的には過度の、何ていうんですかね……。 

 

今城委員    負担。 

 

坂井副委員長  みたいになったりする、要は現実的にそういうことを進めていっ

てくださいと仮にこちらから申し伝えたときに、実現可能なんです

かね。 

 

今城委員    私は実現は可能だと、負担にはなるでしょうけれども。でも、こ

れやることによって、逆の意味で言えば、いじめに対しての保護者

の意識が高まれば、いじめは必ず減るだろうという考えを持ってい

るので、別の意味での負担軽減になりますから、やるべきところで

あるのかなと思います。 

 

坂井副委員長  とても大事なことだと思っていて、ただ、実現できないようなこ

とを申し向けてもと思ったんですけれども、実現可能なら、ぜひそ

の点は視点を入れてお伝えいただければと思いました。 

 

浅香委員    同じように、保護者の方とか地域の方の普及啓発がとても大事だ

と思うんですけれども、よく学校現場でやると、実は当事者という

か意識の高い方は、お母さんたちも非常によく参加してくれる。そ

ういう方々は、子供たちもちゃんといじめの教育もしていたりする。 

 だけれども、本来はちょっと分かっていてほしい保護者の方とか、

子供たちに行き届かなくなるというか、例えばお仕事で忙しかった

りして保護者会になかなか来れないとか、そういった家庭事情もあ
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るので、そういった、本来、絶対に分かってほしい人たちに、どう

やったら普及啓発できるのかというのが、ちょっと私にはまだその

アイデアがないんですけれども、御相談いただけたらと思います。 

 

小林委員長   今の論議とはちょっとずれるかもしれないんですけれども、今回

の改定案で、この小金井市の条例で一番特徴的だったのは、加害の

子に対しての教育的配慮の下、もともとは毅然とした態度によるい

じめた児童等への指導とあるんですが、それが、「いじめた児童等へ

の毅然とした態度による指導及び背景を理解した支援や教育相談

等の実施」、支援が加害した子にも必要ですよということが伝わる

と思うんですが、加害に対しての支援といったときに、あまり慣れ

ていないかなというか、ケースとしては多くないんじゃないかなと

思いました。難しいことだと思うんですけれども、何かそこを手厚

く教育相談やスクールカウンセラーに、加害の児童をうまく事例検

討会とか、何かそういうのを研修会でやれたらやろうかなと、ここ

で言うことじゃないかもしれないですが、ここでうたっているとい

うのはすごく画期的なことなんですよね。それを果たしてほしいな

と思います。 

 

大熊教育長   小林先生がおっしゃったように、被害者のケアはもちろんなんで

すけれども、加害者になっている子供を、小林先生に教わっている

んですが、自分が何らかの形でストレスを感じて、ストレスを感じ

なくするというときに、他者の気持ちが同時に分からなくなるとい

う。そうすると、自分の気持ちも分からないから、いじめてしまっ

ている子供の気持ちも分からなくなる。そこで、いじめを助長する

ということがあるかと思いますけれども、それを直していこうとす

ると、保護者の関わりであるとか教師の関わりであるとか、それか

ら、最近多いのは、スポーツの監督さんとかコーチとの関わりとか、

そういうことが１つのストレスの要因になっていて、そういうこと

で自分の気持ちがうまく表現できなくなっている、それが元でいじ

めにつながってしまうということがあったときに、その周りの環境

から変えていってあげないと、なかなか本当の解決にはならないと。

そんなところは小林先生が言われたとおりで、そういうところの事

例とか、そういうことをどう対処していったらいいのかというのは、

やっぱり教育委員会としてもしっかりと前向きに取り組んでいか
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ないと、なかなかいじめの解決にならない。いじめの新しいステー

ジに入っているということはあると思いますので、その辺のところ

をしっかり各学校に周知してもらいたいなと思いますが、いかがな

んでしょうかね。 

 

小林委員長   今ので思い出したんですが、不登校の支援では、僕が今、小金井

市内でやっている。キレる子の支援で家庭をという、キレる子がい

じめっ子とは限らないですけれども、そういう意味の。 

 普通、不登校の子が学校に来ないのに何で学校に来ていいのか、

一方、学校でキレているのに何で家庭でキレないのかということな

んですが、そちらのほうが大事というね。 

 

浅香委員    おっしゃるとおりで、医療の現場でも被害者という形で現れるお

子さんたち、お母さんたちは非常に多いんですが、加害者として現

れる子が少ないというのは、つまり再発するのは被害者の子が再発

するんじゃなくて、加害者の子が再発させてしまうということで、

そういう信頼でいえば交友関係であったりだとか、例えば本人は悪

気がなく、例えばＡＤＨＤの子がどうしても加害者になってしまう。

医療で何とかできることであれば、ぜひ医療の現場に来ていただき

たい。なので、再発防止と考えるときに、加害者のほうを防止させ

てあげるというのと、あとは学校現場で環境として防止させてあげ

るのと２段階で考えると、個人のほうには非常に支えられているか

なと思います。 

 

大熊教育長   最初に書いてありますので。最初のところに、さっきも読みまし

たけれども、「子どもを取り巻く大人たちが、それぞれの責務を果た

し」という、ここの文章がとても大事だと僕は思うんですけれども、

このことを強調させていただいて、各学校にも。今、小金井市は全

校がコミュニティ・スクールですので、コミュニティ・スクールと

いうことを通して保護者に啓発するとか、こういう考え方があるん

だということを広めていくのも１つの手だと思いますので。 

 これは学校だけでは解決できないいじめの新しいステージとい

うことは、しっかりと各学校に伝えていきたいなと思いますけれど

も、その辺はいかがでしょうかね。 

 今まではコミュニティ・スクールからの発信というのはあまりな



 -１３- 

かったんですけれども、今はしっかり、大分できるようになってき

ているので。 

 

今城委員    先ほどの啓発活動のことで、保護者、あとは今言ったコミュニテ

ィ・スクールということで、地域の方々に対しての意識を高めてい

ただくということが重要なんですけれども、各学校の基本方針の中

にどういう文言で入れていくかとなったときに、あまり縛り過ぎて

も学校がちょっと窮するかなと思いますので、ある意味、言ってみ

れば子供たちの指導という意味では、どこも必ず各学校が入ってい

るんですよね、具体的な。それに加えて、保護者とかに関しては保

護者との連携ぐらいにしかない、学校だより、保護者会の積極的な

活用ですとか、その辺りをもう少し文言を書いて。それから、啓発

をしっかりしていきましょう、そういう文言は入れるようにしまし

ょうぐらいでもいいのかなと。 

 あとは、具体的には各学校がそういうのを出していただいて、い

ろいろな形で協力していただくというふうに。あまり各学校で、こ

れは必ず入れなさいというのをいっぱいやっちゃうと、ちょっと学

校が反抗するのかなというふうに思いますので、大枠で示しておい

て、あとは学校の裁量に任せるということなのかなというふうに思

っています。そういう意味では、学校、家庭、地域との連携への視

点というのは、やはり重視してちょうだいよというのができるのか

なというふうに思います。 

 あとは、学校によってこの言葉が入っている、この言葉が入って

いないというのを見ていて、基本方針にあるんだけれども、当然、

方針が各学校にあるので何とも言えないんですが、例えば「組織的

な対応をしていきます」という言葉はやっぱり絶対必要ですよ。「学

校が組織的に取り組みます」。その１つの例が、学校が設置している

いじめ防止対策委員会、学校のですね。じゃ、その学校のその委員

会はどういう組織体系になっているのか、つまり構成メンバーです

よね。その辺りもやっぱりきちんと明確化しておく、これはやっぱ

り絶対必要なのかなと思っておりますし、あとは未然防止、早期発

見、早期対応、そして、重大事態の発生時の対応についてというの

も、これもやっぱり必須かなということ。 

 あとは、教育委員会との連携は、重大事態発生時に報告する、連

携を取るだけではなくて、日頃から未然防止、ここから含めて、や
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っぱり教育委員会との連携の視点というのも、必ず入るべきかなと

いうふうには思っています。 

 あと、いわゆる今、ＳＮＳ関係ですね。情報モラルということも

とても重要になってきているので、情報モラルの視点というのが、

やっぱり必ず入っていなきゃいけないのかななんていうふうに思

っているところです。 

 

大熊教育長   最後にちょっと。 

 僕の発言の中で、例えば加害をしてしまった子供の保護者の関わ

り方が課題であるというようなことを言っているわけじゃないん

です。 

 昔は地域で子供を育てていて、地域で子供たちがいろんなところ

で関わりを持ちながら大きく育っていった。それが今は孤立化して

いることによって、親との関係の中では、いつも気楽に話せるとき

ばかりがあるわけじゃない、その瞬間瞬間に話せなくなっちゃうと

きもあるとか。そんなときには、近所の人に話を聞いてもらったり、

そんなことをしていて、地域で子育てがあったときには、そういう

いろんなことを話せるとか聞いてもらえるという、そういう土壌が

あった。そういうことが今、急速に縮まってきたときに、じゃ、保

護者にその問題を投げて保護者が対応できるかといったら、そうは

ならないので、地域ぐるみで子育てをしていくということで、やっ

ぱり多くの人たちがそういう目を持ってもらうことが重要だと思

うんですよ。 

 とても難しいんですけれども、そういうことを少しずつでも発信

していかないと、このコロナ禍における家庭の孤立化というのは物

すごいことだなと。それをもう一回、昔に戻さないと、子供たちが

息苦しいことにはなってしまうので、とにかく保護者にそういうこ

とをしなきゃいけないですよというふうに言っているわけじゃな

くて、地域で子供を育てるという気持ちを持ってもらいたいという

ことですので、その点、訂正ではないんですけれども、真意をしっ

かりと話していきたいなと思います。 

 

坂井副委員長  今、地域への発信というのがあって、家庭、学校、地域が一体と

なるというところで、家庭や学校というのは、小金井市のいじめ防

止基本方針というのは目に触れやすいし、考えとして理解していた
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だく機会があると思うんですけれども、地域に発信するというのは、

ホームページにぽんと載せただけでは、なかなか地域の人たちがそ

うだねと共通理解を持って、協力、支援という体制にはならないと

思うので、その発信の方法についても、今後検討する必要があるの

かなというふうに思いました。 

 

小林委員長   最後に、４点目、いじめ防止等の取組についてです。 

 事務局から説明のほうをお願いします。 

 

平田指導室長  指導室長です。 

 文科省の調査結果では、いじめの認知件数及びいじめ重大事態の

発生件数が増加しているという結果でした。教育委員会として、こ

のいじめ問題の対応について、取組の充実が必要ではないかと考え

ております。この点につきまして、委員の皆様から御意見を伺いた

いと思います。 

 詳細につきましては、担当指導主事より説明いたします。 

 

向井指導主事  指導主事です。 

 令和５年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に

関する調査の結果が公表されました。いじめの認知件数及び重大事

態の発生件数共に過去最多となっております。 

 小金井市におきましても、重大事態は発生しておりませんが、い

じめの認知件数は全国と同様の傾向にあります。 

 いじめの認知件数は、いじめの定義やいじめの積極的な認知に対

する理解が広がったこと、アンケートや教育相談を充実させるなど、

児童生徒に対する見取りを丁寧に行うことによる積極的な認知が

進んだことなどが考えられます。 

 しかし、全国的に重大事態の発生件数が増加しており、ＳＮＳ上

のいじめなど見えにくい事案も増加していることを考えますと、教

育委員会といたしましても、対策を検討していく必要があると考え

ております。この点につきまして、委員の皆様から御意見を伺えれ

ばと思います。 

 説明は以上となります。 

 

小林委員長   それでは、協議をしたいと思います。 
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 委員の皆様から御意見ありますでしょうか。 

 

今城委員    今城です。 

 取組ということになると、先ほどもお話しした、やっぱり先生方、

教員の意識の高揚というのがとても重要であって、当然、皆さん方、

意識は持っているんだけれども、もっと具体的な未然の防止から始

まって、重大事態が起こったときのというところの意識をきちんと

高める意味では、各学校における教員研修の実施、東京都教育委員

会が多分、教材を作っていると思いました。例えば動画とか事例集

ですとか、そういうのをもって、過度な負担にならないように、今、

７月と１２月がまだあるんですかね、服務事故防止月間、ああいう

イメージなんですけれども、いじめ防止に関しての教員研修を年間

に１回でも実施して、そういった様々な資料を使って教員研修をや

って、先生方の力を高めていくということが重要かなと思いました。 

 以上です。 

 

小林委員長   いじめ重大事態の件で、最近２件ほど、こういうことに突き当た

ったんですが、これを重大事態とするかどうか微妙だけれども、重

大事態として扱ったものが子供のためになるのか、何かそういうふ

うになっているんですね。微妙なんだけれども、重大事態として扱

うとしては微妙な、完全に欠席となっているわけではない。だから、

お互いの被害の関係自体は修復されている。であるから、わざわざ

しなくてもいいんだけれども、重大事態として大人が関わってくる

ことだと確認をすることに意味があるなと思った事案、これは１つ

ですけれども。 

 もう一つは、ある意味では、お金を持ち出す場合。おうちからお

金を持ち出した。だけど、友達に配ったと。それで、友達から金を

よこせと言われた。だから、この子がいじめられたと言っているん

だけれども、この子自身はそれを見て、聞いていたときに、この子

自身がある意味ではいじめの加担になってしまっているというこ

とになる。だけれども、被害者としてきっちり扱ってあげることの

ほうが、この子にとってはいいだろうというような判断で、それを

重大指定にしていきましょうと、そうしていった結果のことなんで

すね。 

 だから、重大事態ってもともとのこの法の趣旨というのは、被害
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者に寄り添いなさい。被害者に寄り添いながら、加害者だってそう

せざるを得ない何かがあった、そういう意図でいろいろな人が関わ

ってくるというか、重大事態になっていたゆえにいろいろなものが

見えてくるという、そういうことがあるという感じです。 

 重大事態が増えているということが、小金井市の立てつけでもそ

れが明らかになっていいことだという見方もありますけれども、そ

れだけ丁寧に扱われているという見方もできるんです。だから、重

大事態にするかどうかはどうでもいいことなんですけれども。 

 

浅香委員    子供たちの学校現場というのは、将来大人になるためのステップ

なので、その子の人生は、むしろ学校よりも先にあるということで、

重大事態として丁寧に扱ったほうが後に禍根を残さないというか、

一回ワクチンを打つみたいな感じで、一回ちゃんと対処していけば、

次につながっていく。 

 すみません、今のとはちょっと違うんですが、ＳＮＳいじめとい

うのが非常に今、現実の問題で大きいんですが、実は子供たちって

すごく進んでいるんですよ、ＳＮＳの操作の仕方とか、よく分から

ない裏技をつくったりとかで。それが、先生たちが追いついていく

って、若い先生は大丈夫かもしれないけれども、年配の先生には難

しいので、いじめを想定したＳＮＳの先生たちへの講習というか、

今現状ここまで進んでいるよ、子供たちはと、目の光らせようがな

いというか、そこが難しいんじゃないかなと。 

 

坂井副委員長  そのいじめ防止の取組で、私は先ほどから地域と連帯してのとこ

ろにちょっと重点を置いているんですけれども、弁護士会でいじめ

出張授業とか、そういう授業とか教室をやっているんですが、それ

を、例えばですけれども教育委員会が主催して、地域の人向けに行

ってみるみたいな、そういう開催をしてみるというイベントではな

いけれども、そういうふうにすると、主軸となるのはこの基本方針

なんでしょうけれども、ＳＮＳを含めて今のいじめの現状から始ま

って、防止の取組とか、万が一重大事案が発生した場合には、こう

いうふうな対応を用意してありますというような授業、教室みたい

なのを開けば、１つ地域の共有化が図れるのかなと思いましたので、

ちょっと御検討いただきたいなと思っています。 
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今城委員    弁護士会がやっていただいている出前授業、出張授業ですね。あ

れ、小学校ですと６年生ぐらいとかで結構やっていますよね。 

 

坂井副委員長  そうです。 

 

今城委員    私も多分小金井にいるときに、何度も来てもらった覚えがありま

す。弁護士の方から話があると子供たちも重く受け止めますから、

非常に効果があるなと思っていました。 

 それを今度、地域とか家庭にというのも非常に有効だなと私も思

います。 

 

坂井副委員長  今まで学校にしかお邪魔してやっていないので、ちょっとそれを

広げるという視点もあっていいのかなというふうに思っておりま

す。 

 

今城委員    あと、各学校が教育課程の届出で道徳教育年間計画、人権教育年

間計画と年間計画を出していると思いますけれども、その中にきち

んと位置づけられているのかどうかということですね。いじめに関

して、どっちでもいいんですけれども、道徳でも人権でもいいんだ

けど、例えば小学校１年生から６年生、中学校１年生から中学校３

年生までが、いじめに関しての啓発的な内容が、各学校にきちんと

入っているのかどうかというのも、きちんと確認を取れるとよいと

思います。 

 

小林委員長   ＳＮＳに関しては、地域の人権擁護委員会ってありますよね。そ

れが主宰して保護者にやっているというのは、地域によって違うか

もしれないんですけれども、そういうところもあるなと話しました。

小金井も取り組んでいるでしょうか。 

 

田村統括指導主事 統括指導主事です。 

 どこか地域の団体が、ＳＮＳの何か講習会だとか研修会だとか、

そういうのをやっているかというのは、まだ把握していないところ

があるので、何とも言えませんというところなんですけれども、た

だ、様々教育委員会が主催して、地域の方とか市民の方に発信でき

るような場とかが可能なのかどうか、そこも含めて様々、今後検討
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しなければいけないなというふうには感じました。 

 ありがとうございます。 

 

小林委員長   全部取り組んでいくのも大変だと思うので。 

 

坂井副委員長  そうなんです。そこの視点と地域への広げるという視点がバッテ

ィングしないような形で。 

 

小林委員長   以上でよろしいでしょうか。 

 主に地域でということで、重大事態というのが特別な言葉ではな

くて、それは、よりその子にとって関係しているんですよね、加害

者の子も被害者の子も。グレーゾーンであったとしても、結局１つ

の案件をいじめとは認めず、こうなっちゃったんですけれども、そ

れは意味があることだったなと思うんです。なので、そういう形で

大人が、重大事態だとえらいこっちゃになって、そこにコストがか

かってと思うんですけれども、実際に体験してみると、それは意味

のあることになり得るなという側面もありまして。本来、法の趣旨

はそこなので、そうふうに思いました。 

 ですので、地域がということ、ＳＮＳ、そして重大事態を怖がら

ないといいますか、怖がると、ないことにしてしまうというのが一

番怖いので。これらを踏まえて、今後のいじめ防止のための対策に

なるので、教育委員会でもしっかりと取り組んでいただきたいと思

います。 

 それでは、最後に事務連絡をお願いいたします。 

 

向井指導主事  指導主事です。 

 本日も様々な御協議、ありがとうございました。 

 先ほどもお話しいたしましたが、第２回をこの後、また改めて日

程の調整をさせていただきますので、そちらのほうの御協力をお願

いいたします。 

 以上になります。 

 

小林委員長   以上で、令和６年度第１回小金井市教育委員会いじめ問題対策委

員会を閉会いたします。 

 ありがとうございました。 
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―― 了 ―― 


